
1 
 

令和７年３月１９日 

 

人吉市議会議長 

  宮原 将志 様 

 

総務文教委員長 

松村 太 

 

総務文教委員会所管事務調査報告書 

 

本委員会の所管事務について、調査内容を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 所管事務調査事項（テーマ） 

中学校部活動の地域移行について 

 

２ 調査目的 

  文部科学省は令和５年度から公立中学校の部活動の休日指導を、地域のスポーツクラブ

などに委ねる「地域移行」の取組を始め、令和５年度から令和７年度までの３年間を移行

に向けた「改革推進期間」と位置づけている。本市では、小学校部活動の社会体育移行の

際に、市と関係機関との連携がスムーズに取れなかったことから、中学校部活動の地域移

行においては、円滑な連携や調整ができるように調査を行った。 

 

３ 調査経過概要 

 （１）現状把握 

  ア 小学校社会体育の現状把握 

    本市における中学校部活動の地域移行に関する調査を行うため、担当課からモリス

ポの加入状況とスポーツコーディネーター業務委託点検評価シートについて報告を受

け、小学生のモリスポ加入率や小学校社会体育の状況を確認した。 

    また、市から次のような意見があった。 

・小学校の社会体育は、全体的な基礎体力を高めるための総合的な運動機能という形

だが、中学校の部活動は、競技別にしっかりとした受け皿が必要である。 

・競技団体の状況等で差があるので、一斉にスタートではなく、できるところからやっ

ていくスタンスで考えている。 

・令和６年度に社会体育に移行するための組織づくりを考えている。 
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  イ 検討状況の把握 

    担当課から人吉市中学校部活動地域移行検討会設立準備会について報告を受け、検

討会設立準備会メンバーや開催状況、実施予定のアンケート、今後のスケジュール等

を確認した。 

    委員から、次のような意見があった。 

   ・各団体の代表が検討会のメンバーになられると思うが、検討内容を団体内に伝える

ようぜひお願いしたい。 

   ・検討会メンバーは、できたら男女同数にし、父親と母親の意見を複合的に参考にし

ていただきたい。 

   ・現在、中学校部活動の加入率が非常に高いので、下がらないような努力をぜひやっ

ていただきたい。 

 

ウ 人吉市中学校部活動地域移行検討会の把握 

    担当課から人吉市中学校部活動地域移行検討会について報告を受け、検討会メンバ

ーやアンケート、協議事項、今年度のスケジュール等を確認した。 

また、後日の協議会で小学生アンケート結果と中学校部活動及び民間スポーツクラ

ブの現況について報告を受け、生徒の習い事の状況や中学校部活動へのニーズ等を、

また市内の中学校（一中、二中、三中）それぞれの部活動の現況と民間クラブの存在を

確認した。 

 

 （２）先進事例の調査 

 ア 山口県周南市「部活動の地域移行について」（行政視察） 

   令和８年度から市内全域を対象に平日、休日を一体として、関係団体主体で管理運

営する「周南市地域クラブ」を新設し、活動することを目指し、中学生の「やってみた

い」に応える、多様な地域で、多様な世代とともに、多様な活動への参加可能な環境や

中学生の居場所づくりに向けた取組を視察した。 

   学校部活動改革の方向性や実施主体として管理運営する「周南市地域クラブ」、また

各中学校区に、放課後に中学生が「つどい」「企画立案」して地域の多世代とつながっ

て活動する「しゅうなんコミュニティ・クラブ」を計画し、幅広く中学生の放課後の活

動の選択肢を確保する取組を確認した。 

   委員からは、部活動は学校がするものというイメージがあるので切替えが必要であ

る、「周南市地域クラブ」は個人の指導者ではなく各種団体を囲っていくようなやり方

だったので、これなら指導者確保の課題は解決できるのではと思った、本市だけでは

厳しいので隣接する町村と一緒にやっていくという考えも必要である、いかに子供た

ちの公平性、自由な選択肢を残すかということと経費の面や移動手段の確保の面を社

会的にどう維持するかが一番大きな問題ではないかなどの所感が出された。 
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 （３）意見交換会 

  ア 人吉柔道協会との意見交換 

地域移行の先進的な取組を行っている人吉柔道協会から、活動上の意見や課題を聞

くために意見交換会を行った。 

    人吉柔道協会（人柔館）での活動に至った経緯や活動状況、社会体育のメリット、

運営経費や保護者の個人負担、指導員の自己負担などの課題を確認した。 

 

（４）提言に向けた協議 

   ・周辺の町村等との連携が必要である。 

   ・他自治体の報道もあっているが、本市も早く方向性を決めていただきたい。 

   ・アンケート調査で内容によっては、選択をした理由を問うことも必要ではないか。

そうすることで次の手を考えるヒントになる。 

   ・競技や活動ごとに説明会を開き、市が運営の仕方（ノウハウ）をサポートすること

で、指導したい人を掘り起こすことも必要である。 

    

４ 提言 

  以上のような調査・研究を踏まえ、別紙「中学校部活動の地域移行に関する提言書」を

取りまとめた。 

  なお、本提言は本委員会の総意として議長へ提出する。 

 

５ 総務文教委員会活動経過 

  令和５年 ６月１５日 協議会  所管事務調査事項について説明 

       ６月２０日 協議会  所管事務調査事項（テーマ等）について協議・決定 

       ６月２１日 委員会  小学校社会体育について説明・協議 

  令和６年 ３月１２日 協議会  市から検討状況について説明・協議 

６月１９日 協議会  市から検討会について説明・協議 

これまでの振り返りと今後の展開について協議 

      １０月２４日 行政視察 視察先：山口県周南市 

                  テーマ：部活動の地域移行について 

      １０月２５日 協議会  行政視察のまとめ 

      １２月１０日 協議会  市から検討会の現状について説明・協議 

提言について協議 

  令和７年 ２月２６日 協議会  人吉柔道協会との意見交換会 

提言書・報告書の文案について協議 

       ３月１２日 協議会  提言書・報告書の文案確認 
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６ 委員名簿 

  委員長  松村  太  

  副委員長 池田 芳隆  

  委 員  川上紗智子  

  委 員  平田 清吉  

  委 員  豊永 貞夫  

  委 員  宮原 将志  


